
中部電力株式会社

事象：IASCC

浜岡３号炉－IASCC－９ 

タイトル 熱中性子照射量により定めた運用基準の内容（基準設定根拠を含む）及び制御

棒の取替運用基準 1.74×1021n/cm2（熱中性子）到達時の高速中性子照射量につ

いて 

説明 １．取替運用基準の内容 

 ボロン・カーバイド型制御棒の取替基準（運用基準）は，「照射に伴う制御材

10B の減損により相対価値が 10％減少したときの核的寿命」，「10B の中性子吸収

により生成されたHeガスによる制御材被覆管内圧上昇の観点から決まる機械的

寿命」及び「IASCC による制御材被覆管のひび割れによるトリチウム放出」を考

慮し，照射量寿命が最も短い IASCC の 1.74×1021n/cm2としている。 

２．取替運用基準 1.74×1021n/cm2（熱中性子）到達時の高速中性子照射量 

 制御棒の累積照射量は，熱中性子の累積照射量を計算しており，高速中性子

の照射量については計算してないが，炉心内の平均中性子束から算出した高速

中性子束と熱中性子束の比率は以下のとおり。 

・高速中性子束／熱中性子束 約 2.5 

・高速中性子束       約 n/cm2S 

・熱中性子束        約 n/cm2S 

現状の取替基準である 1.74×1021n/cm2（熱中性子照射量）は，IASCC の感受

性に影響が現れる 5.0×1020n/cm2（高速中性子照射量）を超える照射量であると

評価している。 

 しかしながら，これまでの使用実績や点検結果から制御棒の制御能力及び動

作性に影響する IASCC は確認されておらず，このことから今後も現状保全を継

続していくことで制御棒の健全性を確認できると考える。 

以 上
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中部電力株式会社 
事象：IASCC 

浜岡３号炉－IASCC－10 

 

 

タイトル 

 

取り出し制御棒の外観点検対象制御棒の選定方法，点検方法とその割れ視認性，

並びに至近の点検結果について 

 

 

 

 

説明 

 

ボロンカーバイト型の取り出し制御棒の点検は，点検計画に基づき実施して

おり，これまでに点検した制御棒の最大照射量（現時点では n/cm2）

を超える取り出し制御棒がある場合に点検することとしている。 

また，点検方法は，制御棒の構造健全性が維持できていることを確認するた

め，「発電用原子力設備規格 維持規格」に示す VT-3 により，水中テレビカメ

ラを使用し，機器の変形，部品の損傷，脱落及び機器表面における異常の有無

を確認している。 

最大照射量（ n/cm2）の制御棒点検結果は以下のとおり。 

   

【2006 年８月点検実績】 

点検方法：VT-3 

点検範囲：全シース表面及びハンドル部，ローラ部 

判定基準：機器の変形，部品の損傷，脱落及び機器表面における異常がない

こと。 

点検制御棒： 

  S/N 85-070・・・・・・・・結果 良 

  S/N 85-134・・・・・・・・結果 良 

 

以 上
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中部電力株式会社 
事象：IASCC 

浜岡３号炉－IASCC－11 

 

 

タイトル 

平成 11 年６月の東海第二発電所及び平成 15 年６月の福島第二原子力発電所３

号機における制御棒ハンドル部のガイドローラ付近に発見されたひびの原因に

ついての分析結果及び浜岡３号機制御棒への反映状況について 

 

説明 

 

東海第二発電所及び福島第二原子力発電所３号機における制御棒ハンドル部

のガイドローラ付近に発見されたひびについては，照射誘起型応力腐食割れに

よるものであるが，ひびが存在している状態でも十分な健全性を有しており，

制御棒の挿入性及び強度に支障を及ぼすものではないことから，浜岡３号機へ

の反映事項はない。 

 

以 上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



中部電力株式会社 
事象：IASCC 

浜岡３号炉－IASCC－12 

 

タイトル 

 

現時点における制御棒の健全性及び冷温停止中における IASCC の発生又は進展

の可能性の評価内容について 

 

 

 

説明 

 

１． 現時点における制御棒の健全性 

浜岡３号機で使用しているボロンカーバイト型制御棒については，これま

での点検において異常は認められていない。また，これまで点検した制御棒

の最大照射量は， n/cm2 であり，今停止期間まで使用していた制

御棒の最大照射量は， n/cm2である。 

以上より，現在使用中の制御棒は，これまでの最大照射量を超えていないこ

と及びこれまでの点検で異常が認められていないことから，健全性は維持

できている。 

 

２． 冷温停止中における IASCC の発生又は進展の可能性 

当面の安定停止状態においては，高速中性子照射を受けることはないため，

IASCC の発生又は進展の可能性は小さい。 

 

以 上
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中部電力株式会社 
事象：2相ステンレス鋼の熱時効 

 

浜岡３号炉－2 相ステンレス鋼の熱時効－1 Rev.1 

 

タイトル 

 

ステンレス鋼鋳鋼製機器の熱時効劣化評価対象部品の抽出プロセスについて 

 

 

説明 

 

熱時効劣化評価対象部品の抽出については，日本原子力学会標準 原子力発電

所の高経年化対策実施基準を参考に，ステンレス鋼鋳鋼を使用し，使用環境温度

が 250℃以上となる部位を抽出している。抽出プロセスを添付資料１－１に，抽

出結果を添付資料１－２に示す。 

 

添付資料１－１ 熱時効スクリーニングフロー 

添付資料１－２ 熱時効の経年劣化評価に関する評価対象部位の抽出結果 

 

以 上

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

評価書分冊 
代表

機器
評価機器名 部位 

最高使

用温度 
通常使用温度

き裂が想定

される経年

劣化事象 

評価* 備考 

ターボポンプ ○ 原子炉冷却材浄化ポンプ 

羽根車 302 ℃ 無し ▲  

ケーシング 302 ℃ 無し ▲  

リアカバー 302 ℃ 250℃未満 無し ― 

パージ水環境は 35～

40℃であり、使用環境は

250℃未満である。 

原子炉冷却

材再循環ポン

プ 

○ 原子炉冷却材再循環ポンプ 

羽根車 302 ℃ 無し ▲  

ライナーリング 302 ℃ 無し ▲  

水中軸受 302 ℃ 無し ▲  

ケーシング 302 ℃ 疲労割れ ○  

仕切弁 

○ PLR ポンプ出口弁 

弁箱 302 ℃ 疲労割れ ○  

弁ふた 302 ℃ 無し ▲  

弁体 302 ℃ 無し ▲  

 PLR ポンプ入口弁 

弁箱 疲労割れ ○  

弁ふた 無し ▲  

弁体 無し ▲  

逆止弁  

SLC 注入第２隔離弁 弁箱 100℃未満 無し ― 原子炉圧力容器から距

離があり、使用環境は

250℃未満である。 
(資料： ) SLC 注入第１隔離弁 弁箱 100℃未満 無し ― 

熱
時
効
の
経
年
劣
化

評
価
に
関
す
る
評
価
対
象
部
位
の
抽
出
結
果

 添
付
資
料
１
－
２
（
１
／
２
）
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評価書分冊 
代表

機器
評価機器名 部位 

最高使

用温度 
通常使用温度

き裂が想定

される経年

劣化事象 

評価* 備考 

炉内構造物 

○ 燃料支持金具 中央燃料支持金具 302 ℃ 無し ▲  

○ 炉心スプレイ配管・スパージャ ノズル 302 ℃ 無し ▲  

○ ジェットポンプ 

ライザ 302 ℃ 無し ▲  

インレットミキサ 302 ℃ 無し ▲  

ディフューザ 302 ℃ 無し ▲  

ブラケット 302 ℃ 無し ▲  

制御棒 ○ ボロンカーバイド粉末型制御棒 落下速度リミッタ 302 ℃ 無し ▲  

制御棒駆動

機構 
○ 制御棒駆動機構 

コレットリテイナチュ

ーブ 
302 ℃ 250℃未満 無し ― 

冷却流路に設置されて

いるため、使用環境は

250℃未満となる。 

非常用Ｄ／Ｇ
○ 非常用ディーゼル発電機 過給機ノズル 520 ℃ 無し ▲  

 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 過給機ノズル 450 ℃ 無し ▲  

焼却炉設備 

○ 第２焼却炉 
１次 C／F 出口弁 スタフィンボックス 250℃未満 無し ― 

断熱材が設置されてい

るため、使用環境は

250℃未満である。 

２次 C／F 出口弁 スタフィンボックス 250℃未満 無し ― 

 第１焼却炉 

１次セラミックフィルタ出口弁 スタフィンボックス 250℃未満 無し ― 

２次セラミックフィルタ出口弁 スタフィンボックス 250℃未満 無し ― 

セラミックフィルタバイパス弁 スタフィンボックス 250℃未満 無し ― 

＊：熱時効スクリーニングフローによるスクリーニング結果を記載 

熱
時
効
の
経
年
劣
化
評
価
に
関
す
る
評
価
対
象
部
位
の
抽
出
結
果

 添
付
資
料
１
－
２
（
２
／
２
）
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中部電力株式会社

事象：2相ステンレス鋼の熱時効

浜岡３号炉－2 相ステンレス鋼の熱時効－5 

タイトル 高経年化対策上着目すべき経年劣化事象とした部位について冷温停止状態が維

持される場合にステンレス鋼鋳鋼の熱時効による経年劣化事象の発生及び進展

が想定されないとする具体的内容について 

説明  高経年化対策上着目すべき経年劣化事象として，熱時効が想定される部位は，

原子炉冷却材再循環ポンプケーシング及び原子炉冷却材再循環ポンプ入口弁・

出口弁の弁箱である。 

当該部位のき裂の原因となる経年劣化事象は，疲労割れである。 

しかしながら，当該部位の疲労係数が１未満であったことからその発生の可

能性は低いと評価している。また，製造時及び供用期間中における非破壊検査

を実施し，有意な欠陥がないことを確認している。 

さらに，冷温停止期間中の当該部位の使用温度は，原子炉停止中の原子炉冷却

材の温度（40℃以下），あるいは原子炉格納容器内温度（40℃以下）となり，250℃

未満となるため，熱時効は問題にならないと評価している。 

 以 上



 
 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－5 

 

タイトル 

 

鉄骨構造物（排気筒を含む）の目視点検結果，補修計画及び補修実績について 

 

 

 

 

説明 

 

鉄骨構造物（排気筒を含む）の目視点検結果，補修計画及び補修実績は以下の

とおりです。 

 

１．目視点検結果 

「点検計画（建築編）（運転）」に基づき点検を実施しています。点検結果

は，添付資料５－１及び添付資料５－２に示すとおりです。 

 

２．補修計画及び補修実績 

点検結果に基づき，適切な時期に補修を計画し，実施することとしていま

す。また，これまでに補修実績はありません。 

 

添付資料５－１ 保全作業報告書（浜岡１～５号 原子炉建屋他建物点検）

添付資料５－２ 保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検） 

以 上



保全作業報告書（浜岡１～５号 原子炉建屋他建物点検）      添付資料５－１ 
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保全作業報告書（浜岡１～５号 原子炉建屋他建物点検）      添付資料５－１ 
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保全作業報告書（浜岡１～５号 原子炉建屋他建物点検）      添付資料５－１ 

 

 



保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検）        添付資料５－２ 

 

c2251174
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保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検）        添付資料５－２ 

 

 

T.P.6,500 

：点検対象箇所 

筒体 

アイソカイネチック 
フランジ 

上部サンプリング 
配管用スリーブ 

下部マンホール 

上部マンホール 

下部サンプリング 
配管用スリーブ 

T.P.6,000(FL±0)

支持鉄塔 

ダクト開口周り 

ダクト開口 

８工区 

７工区 

６工区 

５工区 

４工区 

３工区 

２工区 

１工区 

９工区 

排気筒点検範囲 



保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検）        添付資料５－２ 
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保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検）        添付資料５－２ 
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中部電力株式会社 
事象：腐食 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－7 

 

タイトル 

 

オイルダンパの目視点検結果，補修計画及び補修実績について 

 

 

 

 

説明 

 

 

オイルダンパの目視点検結果，補修計画及び補修実績は以下のとおりです。 

 

１．目視点検結果 

「点検計画（建築編）（運転）」に基づき点検を実施しています。点検結果

は，添付資料７－１に示すとおりです。 

 

２．補修計画，補修実績 

  点検結果に基づき，適切な時期に補修を計画し，実施することとしてい

ます。また，これまでに補修実績はありません。 

  

添付資料７－１ 保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検） 

以 上

 

 

 

 

 

 

 

  



保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検）   添付資料７－１ 
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保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検）   添付資料７－１ 
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保全作業報告書（浜岡１～５号 排気筒点検）   添付資料７－１ 
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中部電力株式会社 
事象：金属疲労 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－12 Rev.1 

  

 

タイトル 

 

排気筒の鉄塔支持化(オイルダンパ付)の工事概要について 

 

 

 

 

説明 

 

耐震裕度向上のため，筒身の外側に三角形平面の鉄塔を新設し，筒身と鉄塔を

オイルダンパで接続する工事を 2006 年６月から 2007 年５月に実施しました。

また，新設鉄塔の基礎は岩盤上に設置しました添付資料 12－１に竣工後の排気

筒構造概要，添付資料 12－２にオイルダンパ概要を示します。 

 

 添付資料 12－１ ３号機 排気筒構造概要 

 添付資料 12－２ オイルダンパ概要 

以 上





オイルダンパ概要                   添付資料 12－２ 

 

既設排気筒本体
（外筒）

支持点アーム

外筒補強リング

オイルダンパ

鉄塔水平材

図 筒身・支持鉄塔間の接続方法 

図 オイルダンパの概形図 

減衰係数 剛性 許容速度 許容変位

(×10
3
N･s/cm) (×10

3
N/mm) (m/s) (mm)

L型 5.0 80 1.8 ±300

M型 7.5 110 1.2 ±200

形式

表 オイルダンパーの仕様(1 台あたり)



中部電力株式会社 
事象：塩分浸透 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－16 Rev.1 

 

タイトル 

 

塩分浸透の評価対象部位及び評価点を抽出した過程について 

 

 

 

 

 

説明 

 

 塩分浸透の評価対象部位及び評価点を抽出した過程は以下のとおりです。 

 

１．塩分浸透の評価対象部位 

塩分浸透の評価では，図 16－１に示すフローに従い評価対象部位を選定し

ています。 

評価対象部位は，塗装仕上げ材がなく，海水の接触や飛沫の影響を受ける構

造物として，原子炉機器冷却海水ポンプ室を選定しています。また，飛来塩分

の影響を受ける構造物として，軽油タンク基礎を選定しています。 

 

２．塩分浸透の評価点 

原子炉機器冷却海水ポンプ室については，気中帯，干満帯，海中帯の全ての

評価が可能な内壁を評価点としています。また，軽油タンク基礎については，

軽油タンクを直接支持し，外力の作用を常時受けているスラブを評価点とし

ています。 

なお，軽油タンク基礎については，2008 年２月に建て替えられており，３

号機運転開始時に建設された旧軽油タンク防油堤と比べて塩化物イオン濃度

の浸透量が少ないと想定されます。また，軽油タンク基礎と旧軽油タンク防油

堤は同じ環境下にあり同等の材料で構成されていることから，塩分浸透によ

る劣化傾向をより保守側に捉える観点で，現在は供用されていない旧軽油タ

ンク防油堤において調査を実施しています。 

 

以 上

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図 16－１ 評価対象部位の選定フロー 
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中部電力株式会社 
事象：機械振動 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－17 Rev.1 

 

 

タイトル 

 

機械振動の評価対象部位と評価点を抽出した過程及び冷温停止中に比較的大き

な振動を受ける機器の原動機出力について 

 

 

 

説明 

 

 １．機械振動の評価対象部位と評価点を抽出した過程について 

   「日本原子力学会標準 原子力発電所の高経年化対策実施基準：2015 付

属書Ａ経年劣化メカニズムまとめ表」を踏まえ，タービン発電機架台及び非

常用ディーゼル発電機基礎を選定し，このうち非常用ディーゼル発電機に

ついては，定例試験等における一時的な運転のみであることから，機械振動

によるコンクリートの経年劣化への影響は小さいと判断し，タービン発電

機架台を評価対象部位としました。 

   評価点は，機械振動荷重を直接受ける機器支持部としました。 

 

 ２．冷温停止中に比較的大きな振動を受ける機器の原動機出力について 

   冷温停止中に比較的大きな振動を受ける機器の原動機出力を以下の表に

示します。冷温停止中において，待機状態の機器については定例試験等にお

ける一時的な運転のみであり，運転状態の機器については原動機出力が小

さいことから，これらの機器の機械振動によるコンクリートの経年劣化へ

の影響は小さいと判断します。 

表 機器の原動機出力 

評価書 機器名称 使用状態 原動機出力（kW/個）

ポンプ 高圧炉心スプレイポンプ 待機 2,650 

低圧炉心スプレイポンプ 待機 1,250 

余熱除去ポンプ 待機 750 

制御棒駆動水ポンプ 運転 300 

機械設備 非常用ディーゼル発電設備 待機 6,767 

以 上

 

 



中部電力株式会社 
事象：塩分浸透 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－25 Rev.1 

 

タイトル 

 

運転開始以降に実施した塩化物イオン濃度の測定方法，位置及び結果について 

 

 

 

 

説明 

 

運転開始以降に実施した塩化物イオン濃度の測定方法，測定位置及び測定結

果は以下のとおりです。 

なお，軽油タンク基礎については，2008 年２月に建て替えられており，３号

機運転開始時に建設された構造物ではないことから，３号機運転開始時に建設

され，現在は供用を終了している旧軽油タンク防油堤で調査しています。 

 

１．測定方法 

測定は， JIS A 1154「硬化コンクリート中に含まれる塩化物イオンの試

験方法」に基づき実施しています。 

 

２．測定位置 

測定位置は，添付資料 25－１に示します。 

 

３．測定結果 

測定結果は，添付資料 25－２に示します。 

 

添付資料 25－１ 塩化物イオン濃度測定位置 

添付資料 25－２ 塩化物イオン濃度測定結果 

 

以 上

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



塩化物イオン濃度測定位置      添付資料２５－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉機器冷却海水ポンプ室 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉機器冷却海水ポンプ室 A－Ａ断面図 
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塩化物イオン濃度測定位置      添付資料２５－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉機器冷却海水配管ダクト 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉機器冷却海水配管ダクト Ａ－Ａ断面図 
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塩化物イオン濃度測定位置      添付資料２５－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧軽油タンク防油堤 平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧軽油タンク防油堤 Ａ－Ａ断面図 

 

 

 

3L-① 
3L-② 

塩化物イオン濃度測定位置

3L-① 
3L-② 

塩化物イオン濃度測定位置



塩化物イオン濃度測定結果      添付資料２５－２ 

 

表 塩化物イオン濃度測定結果 

評価対象構造物 コア No※1 
コア採取時期

（経過年数）

室内試験 

実施期間 

調査深さ※2 

(mm) 

塩化物 

イオン濃度

(kg/㎥) 

原子炉機器冷却 

海水ポンプ室 

気中帯
3PU1-① 

3PU1-② 

2016 年５月 

（28 年） 

2016 年５月～

2016 年６月 

20 1.43 

40 1.16 

60 0.85 

80 0.40 

100 0.30 

140 0.07 

干満帯
3PM1-① 

3PM1-② 

20 1.63 

40 1.05 

60 0.72 

80 0.47 

100 0.21 

140 0.04 

海中帯
3PL1-① 

3PL1-② 

20 6.26 

40 3.96 

60 2.32 

80 1.51 

100 0.80 

140 0.09 

原子炉機器冷却 

海水配管ダクト 

3RA-①  

3RA-② 

20 0.15 

40 0.11 

60 0.06 

80 0.08 

100 0.07 

140 0.06 

軽油タンク基礎※3 
3L-①  

3L-② 

2015 年５月 

（27 年） 

2015 年６月～

2015 年７月 

20 0.73 

40 0.20 

60 0.14 

80 0.17 

100 0.19 

140 0.17 

 

※1：２本のコア供試体をそれぞれ 20mm 間隔で切断し、同一位置のスライス２枚を粉砕・混

合したもので試験を実施 

※2：コア採取箇所表面からの距離 

※3：旧軽油タンク防油堤にて調査を実施 
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中部電力株式会社

事象：塩分浸透

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－27 

タイトル 塩分浸透の評価点における目視点検結果，補修計画及び補修実績について 

説明  塩分浸透の評価点における目視点検結果，補修計画及び補修実績は以下のと

おりです。 

１．目視点検結果 

「点検計画（土木編）（運転）」に基づき点検を実施しています。点検結

果は，添付資料 27－１及び添付資料 27－２に示すとおりです。 

２．補修計画及び補修実績 

目視点検結果に基づき，適切な時期に補修を計画し，実施することとし 

ています。また，至近年の補修実績として，平成 27 年度における原子炉機

器冷却海水ポンプ室の補修状況を添付資料 27－３に示します。 

添付資料 27－１ 保全作業報告書 

（浜岡３号 取水設備保修他工事（第 17 回定期点検））

添付資料 27－２ 保全作業報告書（浜岡 土木設備点検業務委託） 

添付資料 27－３ 保全作業報告書（浜岡３号 取水設備保修他工事） 

以 上



添付資料 27－１ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備補修他工事（第 17 回定期点検）） 
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添付資料 27－１ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備補修他工事（第 17 回定期点検）） 
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添付資料 27－１ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備補修他工事（第 17 回定期点検）） 

 

 

 





添付資料 27－１ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備補修他工事（第 17 回定期点検）） 

 

 

 

 



添付資料 27－２ 
保全作業報告書（浜岡 土木設備点検業務委託） 
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添付資料 27－２ 
保全作業報告書（浜岡 土木設備点検業務委託） 
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添付資料 27－２ 
保全作業報告書（浜岡 土木設備点検業務委託） 

 

 

 

 

 



添付資料 27－２ 
保全作業報告書（浜岡 土木設備点検業務委託） 
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添付資料 27－２ 
保全作業報告書（浜岡 土木設備点検業務委託） 

 

 



添付資料 27－３ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備保修他工事） 
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添付資料 27－３ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備保修他工事） 
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添付資料 27－３ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備保修他工事） 
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添付資料 27－３ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備保修他工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料 27－３ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備保修他工事） 

 

 



添付資料 27－３ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備保修他工事） 
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添付資料 27－３ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備保修他工事） 
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添付資料 27－３ 
保全作業報告書（浜岡 3 号 取水設備保修他工事） 

 



中部電力株式会社 
事象：機械振動 

 

浜岡３号炉－コンクリート鉄骨－28 Rev.1 

 

 

タイトル 

 

機械振動を日常的に監視している方法，判断基準及び結果について 

 

 

 

 

説明 

 

現在３号炉は，冷温停止中でタービンは運転していませんが，運転中は

運転員が１回/１日の頻度でパトロールを行い，異常な振動音の有無を確認

し，通常巡視点検表へ記録しています。また，タービン監視計器により軸

振動の測定値を中央制御室において連続監視すると共に，警報設定を超え

ると警報が発報します。さらに，測定結果についてはチャートへ記録して

います。以下に測定点と警報設定値を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

図 測定点 

 

表 28－１ 警報設定値 

測定点番号 警報設定値（㎜） 

 

以 上 

 

高圧タービン 低圧タービン 発電機 励磁器 

測定点番号 
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